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1 ドナー登録者数 20 万人、移植 6000 例到達 

2 骨髄バンク推進月間。ドナー登録会は過去最多の 215 回 

 

 ９月 10 月 現在数 累計数 

ドナー登録者数 2,628 2,949 198,958 252,563

患者登録者数 184 161 2,751 17,150

骨髄移植例数 57 94 5,960

 注）数値は速報値のため 

   訂正されることがあります。 
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日本骨髄バンクの現状（2004 年 10 月末現在） 

11 月 17 日、骨髄移植例数は 6000 例に達しました（6002 例）。ドナー登録者数も平成４

（1992）年１月のドナー登録受付開始から 12 年 11 ヵ月目のこの 11 月中に 20 万人に到達

する見込みです。ドナー登録者の方をはじめ、関係者の皆様のご理解とご尽力に心から感

謝いたします。 

しかし、昨年登録された国内患者さんの約４割はいまだに移植を受けられていません。

当財団は目標ドナー登録者数 30 万人達成の早期実現、患者登録から移植までの期間短縮を

図り、すべての患者さんに骨髄提供できるよう、今後も全力で取り組んでまいります。 

10 月の骨髄バンク推進月間は、各地において数多くのイベントや、行政広報紙や地方紙

で骨髄バンク特集記事を掲載などで盛んに啓発活動が行われました。今年度のポスターは

公共広告機構のキャンペーンに連動し、星野仙一さんと闘病中の患者谷口明子さんに登場

いただきました。行政、郵政公社、血液センター、関係団体などへ配布したほか、首都圏

の私鉄、地下鉄、JR 東日本、JR 西日本、近畿地区の私鉄各社のご協力を得て、駅貼り、車

内吊り、窓上へ集中的に掲出することができました。 

推進月間の 10 月のドナー登録者数は 2949 人、取消者数は 745 人、実質増加数は 2204 人

で、登録者現在数は 19 万 8958 人となりました。登録者 2000 人超は 10 ヵ月連続し、今年

の月平均登録者数では昨年を 20％上回っています。登録会は福島 36 回（月間登録会とし

て過去最高）（173 人）、愛知 20 回（227 人）、東京 13 回（131 人）、石川 10 回（27 人）、北

海道９回（66 人）、富山８回（81 人）など過去最高の 215 回実施され（うち献血併行型は

183 回）、登録者数は合計 1744 人で、登録会での登録者が全登録者の約６割でした。 

12 月 16 日（木）～17 日（金）、ホテルグランヴィア岡山、岡山コンベンションセンター

で日本造血細胞移植学会総会が開催されます。会期中の 17 日、17:00～19:00 には「市民

公開シンポジウム」を開催、広島赤十字原爆病院院長 土肥博雄先生、全国骨髄バンク推

進連絡協議会副会長大谷貴子さん、星野仙一さんがそれぞれ講演されます。 

3  造血細胞移植学会総会が開催されます 
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4  骨髄バンク推進全国大会 2004 盛会に終了 

5  審議会報告（ドナー登録における「家族の同意」について） 
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7  財団各委員会開催予定 

傍聴をご希望の方は、事前に財団事務局までお申込みください。 

 公開・非公開 開催予定 

倫理委員会 公開 12 月２日（木）17:00～19：00 廣瀬ビル２階 

医療委員会 
公開 

12 月 11 日（土）14:00～17:00 

ちよだプラットフォームスクウェア 506 号 

常任理事会 公開  12 月 18 日（土）14:00～17:00 廣瀬ビル２階 

10 月 29 日（金）厚生労働省の審議会、「第 24 回造血幹細胞移植委員会」が開催されま

した。ドナープール拡大対策として、ドナー募集活動の強化と地域間格差の解消とともに、

登録要件の緩和及び運用の見直しについて検討され、ドナー登録要件から「家族同意を得

ている方」の条項を削除する方向となりました。今後、国において行政的に決定された後、

実施時期等について示されることになります。 

なお、これはあくまで「ドナー登録時に」家族の了承を得る必要がなくなるということ

であり、骨髄提供の際には、現行どおり「家族の同意を得る」ことに変わりはありません。

ドナー登録者等へ誤解を招かないよう、財団として十分な注意喚起を行っていきます。 

推進月間最終日の 10 月 31 日(日)、慶応義塾大学三田キャンパス西校舎ホールで「骨髄

バンク推進全国大会 2004」を開催しました。移植を受けた患者さん、ドナーの方々をはじ

め、当日開催されたコーディネーターのブラッシュアップ研修会、地区普及広報委員の研

修会に参加した皆さん他約 400 人の方々にご参加いただきました。第一部の式典につづき、

第二部では、元患者の石原靖之さんご夫妻に、先ごろ上梓された闘病記「血液型が変わっ

ちゃった！（マキノ出版：電話 03-3815-2981：1365 円）」のエピソードを交えたインタビ

ューと、スライドショーとトークによる骨髄バンクの「コーディネート再現」解説を新し

い試みとして披露。最後に参加者全員でアピールを採択し、盛会のうちに終了しました。

6  中溝裕子さんの絵手紙カレンダー ほか 

■ 骨髄移植の経験を持つプロゴルファーの中溝裕子さんの絵手紙カレンダーが販売され

ています。売り上げの一部は当財団へ寄付されます。申し込みは株式会社ライツのホ

ームページ（http://www.s-rights.co.jp/）から。 

■ 元地区普及広報委員の渡瀬正和さん編著「永遠の愛をありがとう（文芸社：電話

03-5369-2299、1365 円）」が出版されました。告知、治療の選択、患者とのかかわり

について、改めて考えさせられる一冊です。売り上げの一部は当財団へ寄付されます。


